
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち

　
わ
が
国
は
世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国

で
す
。
昭
和
20
年
8
月
に
広
島
・
長
崎

へ
投
下
さ
れ
た
原
子
爆
弾
は
、
一
瞬
に

し
て
多
く
の
人
命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。

　
世
界
各
地
で
は
、
現
在
も
紛
争
や
国

際
テ
ロ
が
発
生
し
て
お
り
、
核
兵
器
の

大
き
な
脅
威
が
存
在
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
は
、
自
ら
永

遠
の
平
和
都
市
と
な
る
こ
と
を
決
意
し

「
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言
」
を
、
ま

た
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
確
立
や
核
兵

器
の
廃
絶
を
願
い
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
体
験
を
伝
え
る
活
動

戦
争
体
験
集
の
発
刊

　
市
で
は
、
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
戦
争
の
こ
と
を
正
し
く
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
昭
和
63
年
8
月
に
、
戦

争
体
験
集
「
今
だ
か
ら
こ
そ 

私
た
ち

の
戦
争
体
験
記
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
異
な
る
場
所
や
立
場
で
戦
争
を
経
験

さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
体
験
が
つ
づ

ら
れ
た
貴
重
な
資
料
で
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.city.narit 

a.chiba.jp/shisei/index0709.h 

tm
l

）で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
市
立
図

書
館
で
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

紙
芝
居
「
ね
む
の
花
に
祈
る
」
の
D
V
D

の
貸
し
出
し

　
「
ね
む
の
花
に
祈
る
」
は
、
学
生
の

時
に
千
葉
市
で
空
襲
を
受
け
た
市
内
在

住
の
日ひ

暮ぐ
ら
し

淑よ
し

さ
ん
の
体
験
を
紙
芝
居

に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
紙
芝
居
の

D
V
D
を
文
化
国
際
課（
市
役
所
4
階
）

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
「You 

T
ube

」（https://
youtu.be/W

KR 

KsfXZKBA

）で
も

視
聴
で
き
ま
す
。

折
り
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
市
で
は
、
市
民
が
手
作
り
し
た
折
り

世
代
を
超
え
て 

伝
え
よ
う 

平
和
へ
の
願
い

8
月
15
日
は「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」市

で
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
や
恒
久
平
和
を
願
い
、
2
つ
の
平
和
都
市

宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
と
平
和
の
大
切

さ
を
伝
え
る
平
和
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今年度の団員の皆さん

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材 市 の 状 況 は さ ま ざ ま な 生 涯 学 習 の 場

千羽鶴を被爆地へ献納する中学生

丸
まる

川
かわ

　大
だい

智
ち

さん（成田中学校）
髙
たか

橋
はし

　奨
しょう

玄
げん

さん（遠山中学校）
福
ふく

田
だ

　優
ゆ

衣
い

さん（久住中学校）
早
さ

乙
おと

女
め

　奏
かな

大
た

さん（西中学校）
齋
さい

藤
とう

　優
ゆう

成
せい

さん（中台中学校）
伊
い

藤
とう

　ひなのさん（吾妻中学校）

中学生折り鶴平和使節団団員紹介

松
まつ

本
もと

　美
み

咲
さき

さん（玉造中学校）
尾
お

崎
ざき

　天
あま

音
ね

さん（公津の杜中学校）
大
おお

屋
や

　勇
ゆう

翔
と

さん（下総みどり学園）
髙
たか

木
ぎ

　彩
あや

夏
か

さん（大栄みらい学園）
新
あたらし

　優
ゆ

依
い

さん（成田高等学校付属中学校）
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鶴
を
広
島
・
長
崎
に
届
け
る
「
折
り
鶴

平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成
21
年
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
折
り

鶴
は
約
1
4
6
万
2
、
8
5
0
羽
に
上

り
ま
す
。

　
今
年
も
市
内
の
中
学
生
ら
が
作
成
し

た
折
り
鶴
を
千
羽
鶴
に
し
て
届
け
ま
す
。

中
学
生
折
り
鶴
平
和
使
節
団

　
市
で
は
、
折
り
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
市
内
中
学
校
の
代

表
生
徒
で
結
成
さ
れ
る
「
成
田
市
中
学

生
折
り
鶴
平
和
使
節
団
」
を
被
爆
地
へ

派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
広
島
を
訪
問
し
ま
す
。
団

員
た
ち
は
、
実
際
に
被
爆
地
を
訪
れ
、

平
和
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
す
る
な

ど
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
平
和
の

尊
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
核
廃
絶
の
必

要
性
を
学
び
ま
す
。

　
派
遣
後
は
、
そ
の
貴
重
な
体
験
を
、

同
じ
学
校
の
生
徒
を
は
じ
め
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
広
め
、
平
和
に
対
す
る

意
識
を
育
み
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
中
学
生
折
り
鶴
平
和
使
節
団
の
昨
年

度
の
活
動
の
様
子
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.

city.narita.chiba.
jp/bunka_sport 
s/page0119_00 
003.htm

l

）で
公
開
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
文
化
国
際
課（
☎
20
‐

1
5
3
4
）へ
。

教えてください  あなたの戦争体験
　戦後80年近くが経過し、戦争を経験した人が少なく
なる中、その体験を次世代に引き継ぎ、平和の大切さを
伝えるため、市民の皆さんから戦争体験記を募集します。
　寄せられた体験記は、市ホームページに掲載するなど、
平和啓発のために使用します（全ての体験記が掲載され
るわけではありません）。
応募作品＝自身の戦争にまつわる体験を2,000字以内で

まとめたもの（戦争体験と関係のない主義・主張は対

象外。様式は問いません）
応募資格＝市内在住で、営利・政治・宗教活動を目的と

しない人
応募方法＝8月31日㈭（必着）までに文化国際課（市役所4 

階）または市ホームページ（https://www.city.narita.
chiba.jp/bunka_sports/page0119_00121.html）
にある応募用紙と体験記を直接または郵送で同課（〒 
286-8585 花崎町760）へ

※応募された体験記の著作権は市に帰属します。くわし
くは同課（☎20-1534）へ。

今後の平和事業イベント
　いずれも入場は無料です。鑑賞を希望する人
は当日直接会場へ。

いわさきちひろ平和パネル展
　戦争と平和をテーマに、絵本作家いわさきち
ひろさんの作品を展示します。
日時＝8月13日㈰まで（7日㈪を除く） 午前10時

〜午後5時
会場＝なごみの米屋 スカイタウンギャラリー
※くわしくは文化国際課（☎20-1534）へ。

原爆写真展
　平和の尊さと核兵器の廃絶をテーマに、原爆
投下直後の惨状を記録した写真を展示します。
日時＝9月12日㈫〜14日㈭ 午前9時〜午後9時
会場＝もりんぴあこうづ
※くわしくは文化国際課へ。

平和公園でモニュメントを見学

救護所の惨状をパネルで学ぶ長崎市内に残る防空壕跡で被爆した資料の説明を聞く

不 足 が 見 込 ま れ る

介 護 人 材
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